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１．研究計画の概要 

温帯や熱帯の植物と同様に，極地に自生す

るコケや顕花植物にも植物病原菌が広く感染

し，一部の地域では枯死などの被害が発生し

ている。これら極地の植物病原菌の多くは，

これまでに報告の無い種が多く，それらの生

態についてはほとんどわかっていない。一方

，近年の気候変動により植物病原菌と宿主植

物とのバランスが崩ずれ，これまでにない植

物病害が世界的に頻発している。とくに極地

は，温暖化の進行が他の地域よりも急速で，

植物病原菌と宿主植物とのバランス崩壊がよ

り速く進んでいる可能性がある。この研究の

目的は，極地に発生する植物病原菌を対象と

して，それらの種を特定するとともに，植物

病原菌と宿主植物とのバランスの変化の実態

を明らかにすることである。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 極地の植物から土壌伝染性植物病原菌
を選択的に分離するための培地の開発 

極地のコケに広く感染し，コケなどの褐変
を起こす土壌糸状菌の Pythium 属菌を効率
的に分離するための培地を開発した。この培
地は，従来使用されていた人体や環境に有害
な物質を含まないため，極地の現地調査で用
いやすい特性がある。 
 
(2)  極地の植物から土壌伝染性植物病原菌
の分離と同定 
上述の培地を用いて，北極，南極および国

内の寒冷地の積雪下のコケ等の植物から
Pythium 属菌を分離し，形態観察と DNA 解

析による種の同定を行った。その結果，これ
らの地域で積雪下でコケなどに病気を起こ
している Pythium 属菌の種を明らかにした。 
 
(3)  北極日本基地におけるコケ感染性
Pythium 属菌の年次変動の解析 
ノルウェー領スピッツベルゲン島のニー

オルスンには日本の北極基地が設置されて
おり，その建物の北側斜面にはコケの群落が
広がっている。研究代表者は 2003 年から
2006 年までの毎年夏期に感染性 Pythium 
属菌の年次変動を調べ，菌密度が少しずつ増
加している実態を明らかにしてきた。本研究
では，これに引き続いて，2008 年夏期に同
様の調査を行い，Pythium 属菌の密度が高
いレベルで維持されていることを確認した。
また，本属菌が 6 つの種レベルで異なるグル
ープに類別され，その内の 5 つのグループが，
接種実験により，コケに感染することがわか
った。また，一部の種は，現地で最近顕著に
発生している集中的な降雨によって密度を
増加させている可能性が示された。このこと
は，近年の極地の気候変化が，土壌伝染性植
物病原菌の活動に影響を及ぼしている可能
性を示唆している。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）極地の植物から土壌伝染性植物病原
菌を選択的に分離するための培地の開発に
成功し，それを用いて北極，南極および国内
の寒冷地の積雪下のコケ等の植物からの菌
株の分離を行うことができた。また，当初の
予定通り，2008 年夏期に，北極日本基地に
おけるコケ感染性 Pythium 属菌の年次変動



を調査することができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 

極地の植物から分離された土壌伝染性植
物病原菌の同定を引き続き行う。また，2010
年夏期に，北極日本基地におけるコケ感染性
Pythium 属菌の年次変動を調査し，近年の
極地の気候変化が，土壌伝染性植物病原菌の
活動に影響を及ぼしている可能性を検証す
る。 
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